
〔
書
評
と
紹
介
〕

河
西
英
通
著
『
「
東
北
」
を
読
む
』

今
野
日
出
晴

本
書
は
、
地
方
出
版
社
と
し
て
地
に
足
の
つ
い
た
出
版
活
動
を
続
け
る
、
無
明
舎

出
版
の
創
業
四
〇
周
年
記
念
の
出
版
物
の
一
つ
と
し
て
二
〇
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

「
遅
れ
た
東
北
」
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て
、
河
西
英
通
氏

（
以
下
、
著
者
と
記
す
）
が
、
近
世
後
期
か
ら
現
代
ま
で
を
射
程
に
い
れ
、
膨
大
な

文
献
を
博
捜
し
て
、
東
北
は
ど
う
み
ら
れ
、
ど
う
語
れ
て
き
た
の
か
、
一
貫
し
て
、

実
証
的
に
追
及
し
て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
「
後
進
地
東
北
」
と
い
う

「
既
成
観
念
が
固
定
化
す
る
の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
」
（
一
一
頁
）
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
、
東
北
史
を
一
貫
し
た
後
進
地
モ
デ
ル
と
し

て
、
「
日
本
」
や
「
日
本
人
」
を
描
い
て
き
た
と
い
う
、
戦
後
歴
史
学
に
対
し
て
の

ラ
デ
ィ
カ
ル
な
批
判
を
内
包
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

本
書
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
「
近
代
に
お
い
て
東
北
史
が
い
か
に
成
立

さ
せ
ら
れ
て
き
た
の
か
」
、
こ
れ
ま
で
調
査
・
収
集
し
て
き
た
「
新
聞
・
雑
誌
な
ど

地
域
メ
デ
ィ
ア
の
い
く
つ
か
を
今
日
的
視
点
に
立
っ
て
も
う
一
度
読
み
直
し
」
、「
あ

ら
た
め
て
東
北
」
が
「
い
か
な
る
社
会
、
生
き
る
場
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
の

か
」
（
二
一
頁
）
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。「
東
北
人
は
い

か
に
東
北
を
論
じ
た
の
か
」
と
い
う
東
北
論
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
す
べ
て
の
章
を
同
じ
よ
う

に
順
次
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、
著
者
の
議
論
を
い
く
つ
か
に
ま
と
め
な
が
ら
、
評

者
の
関
心
に
沿
っ
て
論
ず
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

序
章

東
北
史
に
寄
り
そ
う

第
一
章

ふ
た
つ
の
『
東
北
』
―
盛
岡
と
仙
台
―

第
二
章

『
奥
羽
新
報
』
と
『
東
北
新
報
』
―
白
河
以
北
一
山
百
文
―

第
三
章

『
東
北
少
年
』
と
『
東
北
健
児
』
―
東
北
＝
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
論
―

コ
ラ
ム

「
会
津
」
の
魂

1

第
四
章

『
文
之
華
』『
秋
田
少
年
雑
誌
』『
東
北
之
文
華
』
―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

誘
惑
―

第
五
章

東
北
精
神
党
の
世
界
―
東
北
は
泣
け
り
―

第
六
章

『
東
北
之
燈
』
と
『
東
北
之
光
』
―
東
北
の
宗
教
―

コ
ラ
ム

「
一
等
国
」
意
識
と
『
羽
後
新
報
』

2

第
七
章

『
東
北
指
針
』
と
『
東
奥
詞
壇
』
―
南
東
北
の
〈
東
北
〉
―

第
八
章

『
東
奥
』
と
『
新
東
奥
』
―
ふ
た
つ
の
「
東
奥
」
―

第
九
章

『
東
北
之
産
業
』
と
『
東
北
公
論
』
―
中
心
性
の
つ
な
ひ
き
―

コ
ラ
ム

『
後
進
』
の
世
界
観

3

第
一
〇
章

『
北
日
本
』
と
『
東
北
経
済
新
誌
』
―
北
方
へ
の
視
線
―

第
一
一
章

『
東
北
評
論
』
―
世
界
大
戦
と
東
北
人
論
―

第
一
二
章

『
東
北
日
本
』
と
『
東
北
之
研
究
』
―
東
京
発
東
北
論
―

コ
ラ
ム

「
東
北
」
を
考
え
る
た
め
の
二
人

4

第
一
三
章

『
胎
盤
』
『
郷
土
運
動
』
『
地
方
文
化
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
『
秋
田
文
化
』

―
地
方
文
化
と
地
方
主
義
―

コ
ラ
ム

『
共
存
共
栄
』
の
満
州
論

5
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第
一
四
章

『
東
羽
新
報
』
―
あ
る
地
方
新
聞
の
戦
前
―

第
一
五
章

『
月
刊
評
論
』
―
翼
賛
す
る
東
北
、
飛
躍
す
る
東
北
―

コ
ラ
ム

東
北
の
戦
詩

6

終
章

東
北
史
の
「
発
見
」
と
「
忘
却
」
、
そ
し
て
「
再
生
」

ま
ず
、
序
章
で
は
、
著
者
自
身
の
東
北
論
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
戦
後
に
基
本
的

な
東
北
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
機
能
・
定
着
す
る
「
後
進
地
東
北
」
と
い
う
既
成
観
念
を

批
判
す
る
。
ま
ず
、
戦
前
に
お
い
て
、
「
大
根
を
か
じ
る
子
ど
も
た
ち
」
の
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
定
着
す
る
一
九
三
四
年
凶
作
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
要
因
が
単
純
な
冷
害
凶

作
で
は
な
く
、
政
策
的
無
為
に
よ
る
「
凶
策
」
で
あ
る
と
し
、
戦
後
一
九
五
三
年
の

「
凶
作
」
も
東
北
地
方
に
米
生
産
が
過
剰
に
要
請
・
強
制
さ
れ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た

も
の
で
あ
る
と
す
る
。「
凶
策
」
の
側
面
は
忘
れ
ら
れ
、「
ひ
た
す
ら
東
北
の
後
進
性

と
い
う
こ
と
が
自
明
視
さ
れ
、
東
北
民
衆
の
性
格
も
鈍
重
で
寡
黙
で
忍
耐
強
い
と
い

う
宿
命
論
」
が
語
ら
れ
た
と
意
味
づ
け
る
。
そ
し
て
、
「
高
度
経
済
成
長
」
に
お
い

て
も
、
永
山
則
夫
の
逮
捕
と
三
沢
高
校
の
準
優
勝
と
い
う
全
く
異
な
っ
た
二
つ
の
こ

と
が
、
「
暗
い
性
格
」
と
「
ね
ば
り
強
さ
」
と
し
て
、
東
北
人
気
質
に
短
絡
し
て
理

解
さ
れ
、
今
回
の
東
北
大
震
災
に
お
い
て
も
、
寡
黙
で
粘
り
強
い
と
い
う
か
た
ち
で
、

東
北
イ
メ
ー
ジ
が
一
面
的
に
発
信
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
鋭
く
指
摘
す
る
。
さ
ら

に
、
東
北
大
震
災
は
、
東
京
電
力
の
原
子
力
発
電
所
が
、
南
東
北
に
建
設
さ
れ
て
い

た
と
い
う
「
原
発
植
民
地
」
と
し
て
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
、
「
国
の
犠
牲
区
域
」

の
ご
と
く
、
「
東
北
を
外
部
か
ら
構
造
化
・
機
能
化
す
る
動
き
は
近
代
日
本
に
お
い

て
一
貫
し
て
い
る
」（
二
〇
頁
）
こ
と
を
剔
抉
す
る
。

ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
「
戊
辰
戦
争
の
敗
者
と
し
て
の
記
憶
」
か
ら
、
自
由
民
権

運
動
が
〈
第
二
の
維
新
〉
と
し
て
推
進
さ
れ
た
理
由
が
読
み
解
か
れ
る
。
「
戊
辰
革

命
」
に
お
い
て
、
東
北
は
「
方
針
」
を
誤
っ
て
敗
北
し
た
が
、
勝
利
し
た
は
ず
の
薩

長
は
「
維
新
革
命
」
の
目
的
を
忘
れ
、
藩
閥
を
固
守
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
「
純
正
な
る
自
由
主
義
」
で
「
藩
閥
政
府
を
打
倒
し
責
任
内
閣
」
の
実
現
を

は
か
る
べ
く
、
〈
第
二
の
維
新
〉
が
め
ざ
さ
れ
た
。
東
北
に
お
い
て
、
自
由
民
権
運

動
が
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
が
こ
こ
に
示
さ
れ
る
。
第
二
章
で
は
、

「
白
河
以
北
一
山
百
文
」
と
い
う
、
侮
蔑
的
表
現
が
、
明
治
維
新
か
ら
一
〇
年
余
り

経
過
し
た
な
か
で
の
「
戦
後
的
言
説
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
侮
蔑
的
な
視
線
を

跳
ね
返
し
て
、
東
北
人
が
天
下
国
家
を
担
お
う
と
す
る
気
概
が
導
き
出
さ
れ
る
。
同

時
に
、
外
部
か
ら
東
北
を
一
体
の
も
の
と
し
て
塗
り
込
め
よ
う
と
す
る
視
線
に
対
し

て
も
、
〈
東
北
〉
内
部
の
格
差
や
分
裂
性
を
自
覚
す
る
意
識
を
抽
出
す
る
。
第
三
章

で
は
、
少
年
雑
誌
の
な
か
か
ら
、
欧
州
に
お
い
て
北
方
の
ス
ラ
ブ
民
族
が
未
来
へ
の

希
望
を
託
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
、
英
国
に
お
い
て
「
北
英
国
」
の
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
が
大
き
な
勢
力
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
、
東
北
も
、
「
北
方
の
強
」
と

し
て
台
頭
す
る
と
い
う
議
論
を
見
い
出
す
。
い
ず
れ
の
章
で
も
、
戊
辰
戦
争
の
雪
辱

を
期
す
と
い
う
か
た
ち
で
の
論
理
と
実
践
が
大
き
な
主
題
と
し
て
抽
出
さ
れ
る
。

第
四
章
で
は
、
日
清
戦
争
を
契
機
に
し
て
、
東
北
意
識
で
は
な
く
日
本
意
識
が
前

面
に
出
て
く
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
「
排
他
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
は
、
「
日
本

魂
」
の
鼓
舞
と
し
て
表
現
さ
れ
、
「
日
本
魂
」
は
、
日
本
精
神
と
な
り
、
東
北
精
神

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
第
五
章
で
は
、
東
北
の
境
遇
に
怒
り
を
覚
え
る
無
名
の
青

年
た
ち
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
、
東
北
精
神
党
の
世
界
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
の

主
張
は
、
東
北
さ
え
良
く
な
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
国
家
の
現
状
を
憂

う
る
も
の
で
、
そ
の
目
的
は
日
本
に
あ
っ
た
。
帝
国
議
会
開
設
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
統
合
の
動
き
が
日
本
を
覆
っ
て
い
く
状
況
に
お
い
て
「
東
北
精
神
」
と
い
う
リ
ー
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ジ
ョ
ナ
ル
な
価
値
を
掲
げ
て
い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
。
第
六
章
で
は
、
宗
教
雑
誌

の
な
か
に
も
東
北
意
識
を
見
出
し
、
第
七
章
で
は
、
「
東
北
精
神
」
が
よ
り
明
瞭
に

政
治
的
主
張
と
し
て
読
み
解
か
れ
る
。
「
東
北
の
独
立
」
と
い
う
こ
と
が
、
東
北
だ

け
の
利
害
に
こ
だ
わ
っ
た
排
他
的
な
割
拠
主
義
で
は
な
く
、
「
一
郡
一
州
の
独
立
は

即
ち
国
家
独
立
の
基
礎
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
国
家
独
立
へ
向
か
っ
て
天

下
国
家
を
論
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
陸
羯
南
が
「
政
治
思

想
を
有
す
る
の
人
民
は
即
ち
自
治
心
を
有
す
る
の
人
民
な
れ
ば
な
り
」
（
九
四
頁
）

と
断
じ
た
と
こ
ろ
の
「
政
治
思
想
」
＝
「
自
治
心
」
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ

し
て
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
文
明
の
主
体
が
南
か
ら
北
へ
移
動
す
る
こ
と
を
前
提

に
東
北
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
、
い
く
つ
か
の
北
優
南
劣
論
が
読
み
解
か
れ
る
。

第
八
章
で
は
、
一
八
九
一
年
に
東
北
線
全
線
開
通
に
よ
っ
て
、
青
森
県
の
「
旧
様

故
態
」
の
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
、
東
奥
義
塾
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
青
森
県
政
界
の
動
向
と
と
も
に
素
描
さ
れ
る
。
第
九
章
で
は
、
そ
の
交
通
体

系
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
宮
城
県
が
次
第
に
衰
退
し
て
「
失
意
の
地
」
に
な
る
と

い
う
自
己
認
識
の
も
と
、
そ
の
打
開
策
と
し
て
東
北
大
学
設
置
の
議
論
が
紹
介
さ
れ

る
。
一
方
で
は
、
〈
仙
台
＝
東
北
の
中
心
地
〉
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
認
識
が

足
も
と
か
ら
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
を
示
す
が
、
他
方
で
は
、
仙
台
に
か
わ
っ
て
実
勢

上
の
中
心
を
秋
田
に
求
め
よ
う
と
す
る
議
論
が
示
さ
れ
る
。
東
北
が
、
相
互
に
利
権

が
ぶ
つ
か
り
あ
う
場
で
あ
り
、
〈
東
北
〉
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
掌
握
を
め

ぐ
っ
て
争
い
合
う
空
間
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
一
〇
章
で
は
、

日
露
戦
争
後
、
日
本
の
帝
国
主
義
的
海
外
膨
張
を
背
景
に
、
ま
す
ま
す
西
南
日
本
が

発
展
す
る
と
い
う
予
測
の
も
と
、
北
海
道
を
主
力
と
す
る
北
方
経
済
圏
（
東
北
・
北

海
道
・
南
樺
太
・
千
島
列
島
な
ど
）
を
展
望
す
る
議
論
が
紹
介
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

具
体
的
な
経
済
振
興
策
（
低
金
利
金
融
策
な
ど
）
で
、
東
北
へ
の
救
済
策
が
講
じ
な

け
れ
ば
、
第
二
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
な
る
と
い
う
危
機
意
識
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ

る
。第

一
一
章
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う
国
際
情
勢
の
な
か
で
、
「
明
治
維
新

の
順
逆
」
に
つ
ま
ず
き
、
東
北
は
「
落
伍
者
の
境
遇
」
に
陥
り
、
後
進
の
北
海
道
に

も
及
ば
な
い
と
い
う
認
識
を
背
景
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
東
北
自
彊
論
」
が
抽
出
さ
れ

る
。
そ
れ
は
、
世
界
大
戦
の
国
民
意
識
の
覚
醒
の
な
か
で
、
中
央
の
文
弱
か
ら
の
が

れ
東
北
の
武
強
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
文
脈
で
、
東
北
人
を
「
武
強
国
民
」
と
し
て
、

国
民
の
な
か
の
国
民
と
し
て
、
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。

第
一
二
章
で
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
経
済
的
な
振
興
策
を
、
東
京
か
ら
発
信
さ
れ

た
東
北
論
と
し
て
読
み
解
き
、
第
一
三
章
で
は
、
社
会
主
義
者
の
郷
土
主
義
運
動
や

伝
統
主
義
者
の
地
方
主
義
運
動
が
紹
介
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
不

況
や
関
東
大
震
災
に
よ
る
首
都
壊
滅
を
う
け
て
、
経
済
振
興
政
策
と
し
て
、
あ
る
い

は
、
反
都
市
的
な
地
方
文
化
、
農
村
文
化
の
運
動
と
し
て
、
地
域
を
組
み
立
て
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
四
章
で
は
、
東
北
振
興
会
な
ど
の
動
向
を
う
け
て
、

「
東
北
振
興
」
の
声
に
聞
き
疲
れ
た
人
び
と
の
声
を
拾
い
上
げ
る
。
海
外
移
住
や
都

市
へ
の
出
稼
ぎ
な
ど
、
い
く
つ
も
の
東
北
振
興
策
は
語
ら
れ
る
が
、
東
北
に
残
さ
れ

た
「
山
河
と
田
野
」
は
ど
う
な
る
の
か
、
果
た
し
て
何
を
振
興
し
よ
う
と
し
て
い
た

の
か
、
根
本
的
な
問
い
が
見
出
さ
れ
る
。
現
在
の
「
東
北
復
興
」
に
重
な
る
重
要
な

論
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
一
五
章
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け

て
展
開
す
る
東
北
論
が
紹
介
さ
れ
る
。
東
北
が
、
満
州
と
近
接
し
、
気
候
や
生
態
系

で
も
類
似
の
環
境
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
、
戦
時
期
の
東
北
振
興
が
中
国
支
配
を
含
ん

だ
国
土
計
画
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
成
翼
賛
会
が
指
導
す
る
文
化
運
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動
の
盛
ん
な
地
域
と
し
て
、
東
北
が
あ
げ
ら
れ
、
地
方
文
化
運
動
の
中
心
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
「
翼
賛
す
る
東
北
」
の
姿
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
東
北
精
神
」
と
い
わ
れ
る
も
の
の
思
想
的
基
盤
が
、
「
東
北
人
が
自
然
の
圧
力
を

克
服
し
来
た
っ
た
生
活
の
中
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
、
「
生
活

感
情
の
逞
し
さ
」
に
求
め
よ
う
と
す
る
議
論
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

終
章
で
は
、
原
勝
郎
の
「
北
人
の
天
職
」
が
ま
と
め
て
紹
介
さ
れ
る
。
原
は
、
文

明
の
主
体
が
南
か
ら
北
へ
移
動
す
る
の
で
あ
り
、
日
本
で
も
、
南
人
の
手
に
よ
っ
た

「
明
治
の
文
明
」
を
調
節
し
、
健
全
な
方
向
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
「
北
人
の
天

職
」
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
直
ち
に
は
実
現
せ
ず
、
「
北
日
本
に
お
け

る
文
明
的
後
進
性
」
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ
は
、
国
家
の
関
心
が
海
外
に
移
っ

た
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
筆
者
に
よ
れ
ば
、
原
は
「
後
進
東
北
の
主
因
は
、
近
代

日
本
の
帝
国
主
義
的
海
外
膨
張
政
策
に
あ
り
」
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

戦
後
歴
史
学
を
リ
ー
ド
し
た
石
母
田
正
は
、
江
戸
時
代
で
も
東
北
地
方
は
、
「
後

進
的
な
辺
境
」
で
あ
り
、
明
治
維
新
が
偉
大
な
る
解
放
戦
争
で
あ
っ
た
と
き
、
東
北

は
「
反
革
命
の
最
大
の
拠
点
」
で
あ
り
、
近
代
の
戦
争
に
お
い
て
、
東
北
の
農
民
が

い
か
に
天
皇
の
忠
良
に
し
て
頑
健
な
歩
兵
で
あ
っ
た
か
と
位
置
づ
け
た
。
筆
者
は
、

こ
こ
に
い
た
っ
て
、
東
北
は
〈
後
進
〉
が
た
ん
な
る
レ
ッ
テ
ル
で
は
な
く
、
本
質
規

定
と
し
て
東
北
社
会
に
付
与
さ
れ
強
固
に
刻
印
さ
れ
て
き
た
と
意
味
づ
け
る
。
そ
し

て
、
遠
山
茂
樹
が
、
沖
縄
史
研
究
が
、
単
な
る
研
究
で
は
な
く
、
研
究
者
の
姿
勢
が

問
わ
れ
る
歴
史
的
課
題
で
あ
る
と
し
て
、
「
沖
縄
県
の
歴
史
は
、
青
森
県
の
歴
史
と

同
列
で
は
な
い
。
た
ん
な
る
地
方
史
で
は
な
い
」
と
表
現
し
た
こ
と
を
厳
し
く
批
判

す
る
。
こ
う
し
た
認
識
に
よ
っ
て
、
青
森
県
史
の
み
な
ら
ず
、
東
北
史
全
体
は
「
た

ん
な
る
地
方
史
」
に
押
し
込
め
ら
れ
、
「
歴
史
的
課
題
」
と
は
見
な
さ
れ
な
か
っ
た

と
指
摘
す
る
。
引
き
続
き
東
北
は
「
忘
却
」
と
「
軽
視
」
の
彼
岸
へ
と
追
い
や
ら
れ

て
し
ま
っ
た
と
、
戦
後
歴
史
学
に
反
省
を
迫
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
東
北
史
、

東
北
の
歴
史
世
界
そ
れ
自
体
を
忘
却
の
彼
岸
か
ら
呼
び
戻
し
、
此
岸
で
再
生
さ
せ
る

こ
と
を
提
唱
し
、
「
東
北
史
は
た
ん
な
る
地
方
史
で
は
な
い
し
、
た
ん
な
る
地
方
史

な
ぞ
お
よ
そ
存
在
し
な
い
」
と
い
う
力
強
い
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。

本
書
は
、
東
北
の
多
様
性
や
相
違
性
、
対
立
性
や
分
裂
性
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
あ
る
い
は
、
東
北
の
内
部
に
自
閉
す
る
の
で
は
な
く
、
国
内
外
の
他
地
域
と

の
関
連
性
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
特
に
、
地
域
を
編
成
し
よ
う
と
す
る
国
家

の
政
策
と
の
関
係
）
、
近
代
東
北
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
生
み
だ
し
た
地
域
メ
デ
ィ

ア
の
言
説
を
読
み
直
し
、
新
た
な
東
北
史
を
展
望
し
よ
う
と
す
る
近
現
代
史
研
究
で

あ
る
。
し
か
し
、
私
は
、
単
な
る
歴
史
研
究
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ま
ず
、
震
災
後
の
「
東
北
再
生
」
、
「
東
北
復
興
」
の
た
め
に
現
在
語
ら
れ
て
い
る
こ

と
の
い
く
つ
も
の
原
型
が
す
で
に
こ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
率
直
に
驚
く
の
で
あ

る
。
帝
国
日
本
の
海
外
膨
張
と
と
も
に
、
海
外
移
住
が
奨
励
さ
れ
る
な
か
、
東
北
に

残
さ
れ
た
「
山
河
と
田
野
」
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
、
過
去
か
ら
の
「
問
い
」
は
、

地
域
の
産
業
や
生
活
を
置
き
去
り
に
し
た
ま
ま
進
め
ら
れ
よ
う
と
す
る
、
現
在
の

「
東
北
復
興
」
に
対
し
て
も
、
真
っ
直
ぐ
に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、

政
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
陸
羯
南
の
「
政
治
思
想
」
＝
「
自
治

心
」
は
、
本
当
に
私
た
ち
の
身
に
つ
い
て
い
る
の
か
と
い
う
か
た
ち
で
迫
っ
て
く
る
。

コ
ラ
ム

で
は
、
日
露
戦
争
後
に
日
本
が
抱
い
た
「
一
等
国
」
意
識
と
東
北
が
抱

2

い
た
脱
落
感
・
埋
没
感
が
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
は
、
「
対
外
進
出
志
向
」
と
「
あ
く
ま

で
も
東
北
は
遅
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
」
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
、
「
こ
の
二
つ
は

ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
ま
ま
東
北
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
た
」
（
八
六
頁
）
と
指
摘
さ
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れ
る
。
そ
し
て
、
コ
ラ
ム

で
は
、
東
北
以
外
の
他
地
域
の
「
農
人
で
は
満
蒙
に
進

5

出
し
て
寒
暑
に
堪
え
困
苦
欠
乏
に
忍
び
開
拓
の
功
を
収
め
る
事
」
が
で
き
な
い
と
し

て
、
「
岩
手
農
人
」
こ
そ
が
相
応
し
い
と
い
う
か
た
ち
で
、
東
北
の
優
越
意
識
が
看

取
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
満
州
国
建
国
は
農
産
地
と
い
う
点
で
東
北
を
凌
ぐ
も

の
と
な
り
、
「
圧
迫
」
に
な
る
と
し
て
、
東
北
の
開
発
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
、
東
北

の
「
陥
落
」
が
嘆
か
れ
る
。
こ
こ
に
も
、
二
つ
の
認
識
、
傲
慢
な
優
越
意
識
と
卑
屈

な
劣
等
意
識
と
は
、
手
を
携
え
て
歩
ん
で
い
る
。

「
震
災
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
」
と
い
う
不
気
味
な
道
筋
を
考
え
る
と
き
、
や
は
り
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
、
勇
猛
な
東
北
健
児
と
い
う
か
た
ち
で
、
戦
争
遂

行
を
担
っ
た
東
北
人
の
決
定
的
な
役
割
を
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
対
外
進

出
」
を
担
う
こ
と
こ
そ
が
、
東
北
人
の
活
路
で
あ
る
と
し
て
、
つ
ま
り
、
戦
争
と
植

民
地
獲
得
を
媒
介
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
卑
屈
な
劣
等
意
識
が
、
皇
国
日
本
の
崇

高
な
使
命
の
担
い
手
と
い
う
誇
り
高
い
優
越
意
識
（
国
民
の
な
か
の
国
民
）
へ
と
転

化
し
て
い
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
か
た
ち
で
の
み
「
白
河
以
北
一
山
百

文
」
の
劣
等
意
識
が
払
拭
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
東
北
と
は
、
果
た
し
て

何
な
の
か
。
現
在
ま
で
に
つ
な
が
る
か
に
み
え
る
、
こ
の
課
題
は
容
易
な
も
の
で
は

な
い
。

筆
者
は
喝
破
す
る
。
「
白
河
以
北
一
山
百
文
」
と
い
う
忌
ま
わ
し
い
レ
ッ
テ
ル
が

再
生
産
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
し
か
し
、
東
北
が
一
山
百
文
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
日
本
と
い
う
国
全
体
が
い
つ
の
日
か
一
山
百
文
に
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
、
と
。

お
そ
ら
く
は
、
こ
の
地
点
に
た
っ
て
、
東
北
の
現
在
の
姿
が
、
日
本
の
未
来
の
姿
に

な
る
と
い
う
歴
史
的
想
像
力
の
な
か
で
、
考
え
続
け
る
こ
と
が
、
さ
き
の
課
題
へ
の

幾
通
り
も
の
選
択
可
能
性
を
切
り
拓
く
も
の
に
な
る
よ
う
に
思
う
。
本
書
は
、
東
北

論
に
「
前
進
す
る
志
を
発
見
す
る
こ
と
」
（
二
二
頁
）
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
果
た
そ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
今
後
の
議
論
の
方
向
性
を
鮮
や
か
に
示
し
て
い
る
。

（
四
六
判
、
二
三
三
頁
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
刊
、
価
格
一
七
八
五
円
）

（
こ
ん
の
・
ひ
で
は
る

岩
手
大
学
教
育
学
部
教
授
）


